
笑顔輝く共創のふるさとを 未来へ 自然とともに生きる 豊かな大地と海のまち はまなか

浜中町バイオマス産業都市構想の将来像と目標
将来像

姉別地区集中型
バイオガス
プラント

第三地区集中型
バイオガス
プラント

酪農家

酪農家酪農家

集中型プラント参加農家
（33戸）

酪農家

集中型プラント参加農家
（17戸）

(1,817頭規模)

(3,882頭規模)

ふん尿
118t/日

ふん尿
250t/日

再生敷料

再生敷料

• 電力販売、余剰熱利用
• 消化液活用によるブランド化
(有機農加工食品等)
• プラント運営・雇用創出

• 河川、海の汚染防止
• 家畜ふん尿の臭気低減
• 地域脱炭素の実現

• 地域分散型エネルギー
• 災害時のエネルギー供給
• 蓄電池、EV等運用体制

• 新たな農業創出(余剰熱)
• 農福連携・生きがい創出
• 地域電力会社による電力供給

• バイオマス研究開発
• 環境教育、人材育成
• 地域間交流の推進

①産業振興と雇用創出 ②環境衛生・景観の向上 ③災害に強いまちづくり ④町民の笑顔が輝くまち ⑤イノベーションの創出

目標

バイオガス 5,182m3/日

バイオガス 10,817m3/日

電力供給
約2,700戸分

公共施設

蓄電池
防災設備

地域密着型
インフラサービス

行政車両

EV

電気

一般家庭

医療福祉
施設

牧草地 飼料畑

農福連携・SDGs

施設園芸

バイオマス研究開発商品開発・ブランド化 環境保全・脱炭素 災害時のエネ供給

売電量
約8.9MWh/日

余剰熱

消化液

農協
企業

電気
消化液
余剰熱

将来は地域電力
会社の設立を検討

自給飼料

廃校跡地・施設
の有効活用

個別型BGP

電力の地産地消

地域電力会社

北海道電力
ネットワーク

売電量
約18.1MWh/日
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